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岩手大学教育学部附属小学校 今次研究の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「響き合い 共に創り出す学び」実現のために必要な視点 

ゆたかな感性を働かせる子供の育成  ― 響き合い 共に創り出す学び ― 

素地として 

個々が他者を受容し，信頼し合えるような集団であること。教師の指導観。 

学校目標「未来を切り拓く人間の育成」 
（重点目標）「するどく感じ よく考え つくり出す子供」 

教師の見取りと支援 

子供の実態を把握し，「今，この瞬間」の 

子供の姿を感じ取り，質の高い学びを展開

するための見取りと支援を行う。 

「響き合い 共に創り出す学び」 

個々の感性が互いに影響し合い，意欲の高まりや思考の発展を生み出すことであり，学級の仲間や教

師，学年の仲間，時にはその枠を超えた他者との関わりの中で，一人一人が学びの主体となり新たな価値

を創り出していく学び。 

「感性を働かせる子供像」 

対象や事象を感じ取り，自分らしく思考・表現する力を十分に発揮している子供 

研究のねらい 

ゆたかな感性を働かせる子供の育成のために，各教科・領域における「響き合い 共に創り出す学び」の

指導構想，指導法を明らかにし，「響き合い 共に創り出す学び」の実現を図る。 

重点 2 

 感性を働かせる子供の姿の

見取りと教師の支援の在り方。 

重点 1 

創造的感性を働かせた学び

の過程の在り方。 

重点 3 

 子供が感性を働かせた学び

のよさを実感するための工夫。 

1 直観的感性を働かせた課題の認識 

課題の魅力や価値の認識 

2 創造的感性を働かせた学びの過程 

 （響き合い 共に創り出す学びの核） 

（1）自己判断，選択，決定 

（2）知識の再構成 

（3）思考の共有化 

3 学びの実感  

知識の身体化 

「直観的感性」 対象や事象から感じ取り，自分らしく認識する心の動きや働き 

（瞬間的に働き，無意識的な反応として表れる） 

「創造的感性」 認識したことや既有の知をつなぎ合わせ，思考・表現する力を十分に発揮させる心の動きや働き 

（能動的側面をもち，思考・表現する過程や表現されたものに表れる） 

今次研究における「感性」の捉え 

対象や事象を感じ取り、自分らしく思考・表現する力を十分に発揮させる心の動きや働き 

「知覚・感情・認識・想像・創造」という要素によって構成される 
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